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核融合科学研究所のユニット構築に向けた検討状況について 

ユニット準備室 

 

 

1. ユニット構築に向けた取り組み 

 プラズマ・核融合コミュニティの中核的共同利用機関としての核融合科学研究所のアイデ

ンティティを「ユニット」の集合体として定義し直すことを目指している．各研究ユニット

を，今後 10 年の核融合科学をリードする共同研究を実施できるものにするために，コミュ

ニティに広く呼びかけ，核融合科学を表す研究テーマ「ユニットテーマ」の議論を，昨年度

から進めてきた． 

 本年度４月以降，ユニット等評価委員会によって議論されてきたユニット計画書の評価が

まとめられたことを受け，7 月 29 日に臨時の運営会議を開催し，ユニット等評価委員会の

評価結果について審議していただいた． 

 

2. ユニット構築の進捗状況 

 ユニット等評価委員会によって，９のユニットに関しては，発足の要件を認めていると

評価された．「プラズマ装置学」と「核融合原型炉・基盤研究」に関しては，実行体制

へのコメントが付された． 

 7 月 29 日に開催した臨時の運営会議において，ユニット等評価委員会の評価結果につ

いて審議していただいた．また，実行体制へのコメントが付された２つのユニットへの

研究所の対応を説明し，11 のすべてのユニットを発足させることが認められた． 

 来年度 4 月からのユニット体制への移行に先立ち，今年度中から研究活動を立ち上げる

こととしている． 

 

3. 今後のスケジュール 

 2022 年度中に組織変更手続きを実施し，2023 年 4 月からユニット体制へ移行する． 
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　運営会議（第８１回）
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